
会
員
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
温
か
く
、
力
強
い
御
支
援
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ

と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
、
急
激
な
勢
い
で
世
界
中
に
蔓
延
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
皆
様
の
生
活
に
も
深
刻
な
影
響
が
及
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
感
染
症

に
打
ち
勝
つ
こ
と
が
、
最
大
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

感
染
症
の
発
生
以
降
、
私
は
、
２
月
定
例
府
議
会
に
二
度
に
わ
た
り
感
染
症
対
策

の
た
め
の
補
正
予
算
を
提
案
、
即
日
御
議
決
い
た
だ
き
、
京
都
市
を
は
じ
め
と
す
る

市
町
村
や
医
師
会
等
と
も
連
携
し
て
、
24
時
間
体
制
で
の
相
談
や
検
査
の
実
施
、
検

査
機
器
の
追
加
配
備
に
よ
る
体
制
の
強
化
を
は
じ
め
、
帰
国
者
・
接
触
者
外
来
の
設

置
、
入
院
可
能
な
医
療
機
関
の
確
保
調
整
の
ほ
か
、
マ
ス
ク
や
手
指
消
毒
液
の
医
療

機
関
や
市
町
村
等
へ
の
緊
急
配
布
な
ど
、
皆
様
の
生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
国
の

緊
急
対
応
策
と
も
呼
応
し
、
感
染
拡
大
防
止
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

皆
様
に
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
自
粛
や
学
校
の
臨
時
休
業
等
、
多
大
な
ご
負
担
を
お
掛

け
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
取
組
に
対
す
る
御
理
解
と
御
協
力
に
改
め
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
府
内
で
も
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
が
確
認
さ
れ
、
感
染
が
拡
大
、

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
積
極
的
疫
学
調
査
を
実
施
し
、

感
染
拡
大
を
封
じ
込
め
る
べ
く
、
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
人
の
流
れ
や
物
の
流
れ
が
滞
る
こ
と
に
よ
り
、
府
内
の
主
要
産
業
で
あ
る

も
の
づ
く
り
や
観
光
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
企
業
・
事
業
者
の
経
営
に
大
き

な
影
響
が
及
び
、
ま
た
、
稼
働
時
間
の
縮
小
に
よ
る
賃
金
の
減
少
と
い
う
形
で
働
く

人
々
の
生
活
も
直
撃
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
補
正
予
算
に
お
い
て
、
中
小
企

業
等
に
対
す
る
融
資
や
補
助
金
の
創
設
な
ど
の
緊
急
経
営
支
援
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
総
合
的
な
支
援
体
制
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
経
済
界
や
労
働

団
体
の
方
々
と
情
報
共
有
、
意
見
交
換
を
行
い
、
そ
の
意
見
等
を
踏
ま
え
、
中
小
企

業
の
経
営
悪
化
や
減
収
等
に
対
す
る
支
援
策
や
雇
用
対
策
、
景
気
回
復
に
向
け
た
中

長
期
的
な
課
題
へ
の
対
応
な
ど
を
国
に
緊
急
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

何
よ
り
も
、
感
染
症
を
終
息
さ
せ
る
こ
と
が
最
大
の
景
気
対
策
で
あ
り
、
引
き
続

き
、
国
や
市
町
村
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
感
染
拡
大
の
防
止
に
全
力
を
挙
げ
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
に
も
御
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

こ
う
し
た
感
染
症
へ
の
対
応
と
同
時
に
、
人
口

減
少
・
少
子
高
齢
化
や
頻
発
す
る
自
然
災
害
、
悲

惨
な
事
件
・
事
故
な
ど
、
令
和
の
時
代
に
私
た
ち

が
直
面
す
る
危
機
に
立
ち
向
か
い
、
ま
た
、
Ａ
Ｉ

や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
新
し
い
技
術
を
あ
ら
ゆ
る
産
業

や
、
暮
ら
し
の
た
め
に
も
活
用
し
て
い
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

　
新
し
い
年
度
を
迎
え
て

京
都
府
知
事
　
西
　
脇
　
隆
　
俊

　
皆
様
の
ご
協
力
を盛

隆
会 

会
長
　
若 

林
　
卯
兵
衛

事務局からのお願い

　令和2年分会費の納入について
　盛隆会の収支は、暦年制（1月から12月まで）としております。
　2年分の納入につきましては、郵便振込専用口座への払込取扱票（赤伝票）を同封させていた
だきましたので、恐縮ですがお振り込みいただきますよう、よろしくお願い申し上げます。（振
込手数料は盛隆会の負担となっております。）
　なお、既に会費を納入されている会員様に、払込取扱票（赤伝票）を送付致しておりました場
合は、事務処理上のタイムラグによるものであり、心からお詫び申し上げます。
　また、会費は1口3,000円以上で、個人名義でお願い致します。（1口以上、何口でも歓迎します。）
　会費納入は、郵便振込専用口座の他に「京都銀行口座」も設けておりますので、お手数ですが、
口座番号を事務局（075-254-8553）までお問合わせください。

　事務局の勤務体制について
　事務局には、火曜日、木曜日の午後（13：00~17：00）に職員が駐在しておりますので、ご連絡・お問合せ
等ございましたら、この時間帯にお願い致しますとともにお近くにお越しの際は、是非ともお立ち寄りくだ
さい。

　盛隆会会員の拡大についてご協力をお願い
　盛隆会の拡大・発展を図り西脇隆俊知事の日常の活動を支援するため、新会員のご入会の取り組みを進め
ておりますので、ご紹介、ご勧誘の程、お力添えを賜りますようお願い申し上げます。

hhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhh

hhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhh
盛隆会からのお知らせ盛隆会からのお知らせ
盛隆会からのご報告

　西脇隆俊京都府知事の政治活動を支える政治団体「盛隆会」の令和元年中における収入・支出の状況は、
下記のとおりでしたのでご報告いたします。

＊『新しい時代の京都の会』は、西脇隆俊とともに、新しい時代の京都づくりを進めることを目的とした「西脇隆俊知事」
の政治団体であり、盛隆会からの寄付金は、西脇知事の政治活動に活用されています。

盛隆会活動のご報告
 令和元年の活動状況
　令和元年に盛隆会が取り組みました主な活動の概要は、次のとおりです。
●盛隆会だよりの発行　2回　　●総会・講演会・懇談会の開催　　●役員会の開催　3回

 令和2年の行事予定
●機関紙「盛隆会だより」の発行　3回　　●役員会の開催　3回程度
●知事講演録の配布　　●（仮称）西脇さんとの茶話会の企画・開催

（令和2年3月25日　京都府選挙管理委員会へ提出済）

収入総額 12,833,479円 支出総額 9,516,951円
（主な内訳） （単位：円） 　（主な内訳） （単位：円）

前年からの繰越金 1,640,462  事務所費等経常経費 1,190,886
元年分会費 7,350,000  組織活動費 418,223
寄付金 59,007  機関紙誌の発行費 310,018
第1回総会・懇談会会費 3,784,000  第1回総会・懇談会開催費 4,097,824
その他収入（預金利息） 10  ＊新しい時代の京都の会への寄附金 3,500,000

差引翌年（2年）への繰越額　　　3,316,528円

こ
う
し
た
課
題
に
対
応
し
、
概
ね
20
年
後
に
、
一
人
ひ
と
り
の
夢
や
希
望
が
全
て

の
地
域
で
実
現
で
き
る
京
都
府
を
め
ざ
し
、
昨
年
10
月
、
今
後
の
府
政
運
営
の
羅
針

盤
と
な
る
京
都
府
総
合
計
画
「
京
都
夢
実
現
プ
ラ
ン
」
を
府
議
会
の
御
議
決
を
い
た

だ
き
、
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
当
初
予
算
は
、
こ
の
プ
ラ
ン
の
実
現
に
向
け
た
発
射
台
と
な
る
「
令

和
新
時
代
・
京
都
府
夢
実
現
チ
ャ
レ
ン
ジ
予
算
」
を
編
成
い
た
し
ま
し
た
。「
子
育
て

環
境
日
本
一
の
京
都
づ
く
り
」
を
は
じ
め
、
６
つ
の
柱
を
軸
に
施
策
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。

府
民
、
市
町
村
、
団
体
、
企
業
、
全
て
の
皆
様
と
連
携
し
、
オ
ー
ル
京
都
で
プ
ラ

ン
を
実
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
府
内
す
べ
て
の
地
域
が
、
活
力
に
あ
ふ
れ
誇
り
の
持

て
る
、
新
し
い
時
代
の
京
都
を
築
き
上
げ
る
た
め
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
御
支
援
、
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
当
た
り
、
会
員
の
皆
様
の
御
健
勝
と
御
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

会
員
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
「
盛
隆
会
だ
よ
り
」
も
第
４
号
を
発
行
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
平
素
か
ら
の
力
強
い
ご
支
援
、
ご
協
力
に
対
し
、
心
よ
り
厚
く
お
礼

を
申
し
あ
げ
ま
す
。
西
脇
知
事
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
就
任
か
ら
早
く
も
２
年
が

経
ち
、
前
職
等
の
ご
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
政
務
を
精
力
的
に
こ
な
し
て
お
ら
れ
ま

す
。
今
回
の
世
界
的
に
蔓
延
し
て
お
り
ま
す
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

お
き
ま
し
て
も
、
検
査
実
施
体
制
の
強
化
、
帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
の
設

置
な
ど
、
京
都
市
や
医
師
会
と
も
連
携
さ
れ
、
感
染
の
拡
大
防
止
対
策
に
全
力
を
傾

注
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

大
き
な
自
然
災
害
が
起
こ
る
た
び
に
、
人
間
本
来
の
有
り
た
い
姿
と
は
ほ
ど
遠
い

行
動
が
ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ
ま
す
が
、
日
本
人
の
美
徳
と
し
て
持
っ
て
き
た
良
き
習
慣

「
思
い
や
り
の
心
」
を
改
め
て
思
い
起
こ
し
た
い
も
の
で
す
。

京
都
に
お
き
ま
し
て
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
激
減
に
よ
る
経
済
的
な
被
害
が
出
て
き

て
お
り
、
特
に
ホ
テ
ル
の
宿
泊
客
が
見
込
め
な
い
こ
と
に
よ
る
宿
泊
価
格
の
混
乱
も

生
じ
て
お
り
ま
す
。
知
事
の
公
約
の
実
行
も
当

然
必
要
で
大
切
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今

し
ば
ら
く
は
こ
の
事
態
の
一
日
も
早
い
収
束
に

向
け
て
、
全
力
で
立
ち
向
か
っ
て
行
か
れ
る
よ

う
、
会
員
一
同
し
っ
か
り
と
応
援
し
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。
結
び
に
あ
た
り
会
員
皆
様
の
ご

健
勝
ご
多
幸
を
心
か
ら
念
じ
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

令和 2年 4月 24 日（通巻第4号） 令和 2年 4月 24 日（通巻第4号）



　

１
．
子
育
て
環
境
日
本
一
の
京
都
づ
く
り

①
子
育
て
に
や
さ
し
い
風
土
づ
く
り　

【
1
．3
億
円
規
模
】

・
府
域
全
体
で
子
育
て
を
支
え
る
風
土
づ
く
り
の

た
め
、
各
地
で
「
地
域
サ
ミ
ッ
ト
」
を
展
開

・
多
く
の
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
に
利
用
さ
れ
る

府
民
利
用
施
設
を
中
心
に
、
授
乳
室
な
ど
子
育

て
に
や
さ
し
い
環
境
を
整
備

・
仕
事
と
育
児
の
両
立
体
験
実
施
企
業
の
掘
り
起

こ
し
、
マ
ッ
チ
ン
グ
機
会
の
拡
大

な
ど

②
子
育
て
し
や
す
い
地
域
・
ま
ち
づ
く
り

　
【
１
０
７
．７
億
円
規
模
】

・
子
育
て
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
包
括
的
に

取
り
組
む
市
町
村
を
支
援

・
通
学
路
・
生
活
道
路
に
お
け
る
交
通
取
り
締
ま

り
を
強
化

・
園
児
の
散
歩
コ
ー
ス
な
ど
に
お
い
て
、
歩
道
設

置
な
ど
の
安
全
対
策
を
実
施

・
保
育
支
援
者
（
キ
ッ
ズ
ガ
ー
ド
）
を
配
置
す
る

た
め
の
費
用
な
ど
を
助
成

・
特
定
不
妊
治
療
に
伴
う
通
院
交
通
費
を
助
成

・
府
内
私
立
高
校
に
通
う
生
徒
に
対
す
る
修
学
支

援
制
度
を
拡
充

・
舞
鶴
こ
ど
も
療
育
セ
ン
タ
ー
の
常
勤
医
師
を
1

名
増
員
し
、
診
療
待
機
時
間
を
短
縮

・
向
日
が
丘
支
援
学
校
の
改
築
に
向
け
た
設
計
を

実
施

・
幼
児
教
育
や
高
等
教
育
の
無
償
化

・
児
童
虐
待
防
止
に
関
す
る
施
策
を
推
進

な
ど

③
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
雇
用
環
境
等
の
創
出

　
【
6
．3
億
円
規
模
】

・
子
育
て
に
や
さ
し
い
職
場
づ
く
り
を
実
践
す
る

企
業
の
拡
大
を
推
進

・「
子
育
て
企
業
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
」
の
体
制
強
化

な
ど
、
伴
走
支
援
体
制
の
拡
充

・
府
内
大
学
か
ら
選
定
し
た
モ
デ
ル
校
と
連
携
し
、

府
内
企
業
へ
の
就
職
・
定
着
を
促
進

・
従
業
員
の
奨
学
金
返
還
へ
の
支
援
を
行
う
中
小

企
業
を
支
援

な
ど

　

２
．
全
て
の
府
民
が
躍
動
す
る
社
会
づ
く
り

①
ス
ポ
ー
ツ
の
メ
ッ
カ
・
京
都
づ
く
り

　
【
6
．2
億
円
規
模
】

・
ス
ポ
ー
ツ
の
裾
野
拡
大
と
地
域
の
に
ぎ
わ
い
づ

く
り
を
展
開

・
府
内
各
地
の
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
を
整
備
す
る
市
町

村
を
支
援

・
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
と
そ
の
後
を
見
据
え
た
競
技
力
強
化
や
、

指
導
者
育
成
に
向
け
た
競
技
団
体
へ
の
支
援な

ど

②
京
都
で
紡
ぐ
共
生
社
会　
【
2
．5
億
円
規
模
】

・
外
国
人
住
民
に
対
す
る
市
町
村
の
相
談
窓
口
、

日
本
語
教
室
の
開
設
を
支
援

・
企
業
の
外
国
人
材
の
受
け
入
れ
や
活
躍
促
進
を

支
援

・
中
高
年
齢
者
の
学
び
直
し
か
ら
マ
ッ
チ
ン
グ
ま

で
の
機
能
強
化
の
検
討
お
よ
び
モ
デ
ル
事
業
の

展
開

・
レ
ジ
袋
削
減
に
係
る
市
町
村
施
策
へ
の
支
援

な
ど

③
脱
ひ
き
こ
も
り
・
就
職
氷
河
期
世
代
の
就
労
支
援

　
【
1
．1
億
円
規
模
】

・
国
の
就
職
氷
河
期
世
代
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
連

携
し
た
就
職
氷
河
期
世
代
の
方
へ
の
き
め
細
や

か
な
就
業
支
援

な
ど

　

3
．
文
化
首
都
・
京
都
か
ら
の
文
化
振
興

　
【
２
４
．６
億
円
規
模
】

・
国
際
的
な
ア
ー
ト
展
を
開
催
し
、
作
家
の
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
拓

・「
京
都
文
化
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
集
大
成
と
し

て
各
種
文
化
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

・
文
化
財
の
保
存
と
活
用
を
一
体
的
に
推
進

・
文
化
庁
の
京
都
へ
の
本
格
移
転
に
向
け
、
新
行

政
棟
建
設
お
よ
び
現
京
都
府
警
察
本
部
改
修
工

事
な
ど
に
着
手

な
ど

　

4
．
新
産
業
創
造
・
成
長

①
起
業
の
み
や
こ
京
都 　
【
3
．7
億
円
規
模
】

・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
に
必
要
な
設
備
貸
与
や

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
オ
フ
ィ
ス
ル
ー
ム
の
整
備
な

ど
、
企
業
の
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
伴
走
支
援

・
事
業
承
継
支
援
先
の
増
加
や
、
税
制
な
ど
の
専

門
相
談
に
対
応
す
る
た
め
支
援
体
制
を
強
化
し
、

多
様
な
承
継
・
継
承
を
促
進

な
ど

②
「
食
の
京
都
」
を
核
と
し
た
広
域
観
光
促
進

　
【
4
．9
億
円
規
模
】

・「
食
の
京
都
」
の
情
報
発
信
や
地
域
の
注
目
食
材

を
活
か
し
た
誘
客
促
進
な
ど
を
実
施

・
京
都
市
と
連
携
し
た
新
た
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向

け
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
「
も
う
ひ
と
つ
の

京
都
」
多
言
語
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
実
施

・
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
多
様
な
宿
泊
施
設
の

立
地
に
対
し
て
助
成

な
ど

③
農
林
水
産
業
の
収
益
力
向
上

　
【
２
４
．６
億
円
規
模
】

・
京
都
府
オ
リ
ジ
ナ
ル
米
新
品
種
の
ブ
ラ
ン
ド
化

を
戦
略
的
に
推
進

・
林
業
事
業
体
の
生
産
拡
大
や
就
業
者
確
保
の
た

め
の
取
り
組
み
を
支
援

・
瓶
入
り
宇
治
茶
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
宇

治
茶
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
な

ど
を
展
開

・
中
央
卸
売
市
場
第
一
市
場
の
施
設
整
備
を
支
援など

　

5
．
府
民
の
安
心
・
安
全
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

①
災
害
か
ら
の
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ

　
【
5
．7
億
円
規
模
】

・
避
難
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
、
全
て
の
市

町
村
で
訓
練
な
ど
を
実
施

・
災
害
情
報
の
多
言
語
発
信
や
備
蓄
物
資
管
理
の

円
滑
化
が
可
能
と
な
る
総
合
防
災
情
報
シ
ス
テ

ム
の
整
備

・
道
路
情
報
管
理
・
提
供
シ
ス
テ
ム
を
全
面
改
修など

②
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化　

　
【
８
3
８
．８
億
円
規
模
】

・
大
規
模
な
浸
水
、
土
砂
災
害
な
ど
に
よ
る
被
害

の
防
止
や
軽
減
を
図
る
た
め
、
防
災
・
減
災
、

安
心
・
安
全
基
盤
を
整
備

・
平
成
30
年
に
発
生
し
た
災
害
か
ら
の
復
旧
を
加

速
（
風
倒
木
対
策
の
強
化
な
ど
）

・
堆
積
状
況
や
人
家
へ
の
危
険
度
に
応
じ
て
河
川

の
浚
渫
（
し
ゅ
ん
せ
つ
）
工
事
を
実
施

な
ど

③
医
療
・
介
護
基
盤
の
充
実　

　
【
３
７
．１
億
円
規
模
】

・「
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、
府
内
全
域

で
救
急
電
話
相
談（
♯
７
１
１
９
）体
制
を
構
築

・「
京
都
府
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
活
用
し
、

オ
ー
ル
京
都
体
制
で
総
合
的
な
医
師
確
保
対
策

を
推
進

・
後
期
高
齢
者
の
保
険
料
の
伸
び
を
5
％
超
抑
制

・
府
立
医
科
大
学
附
属
病
院
に
お
い
て
、
よ
り
専

門
的
な
医
療
が
提
供
可
能
と
な
る
メ
デ
ィ
カ
ル

セ
ン
タ
ー
を
整
備

・
地
域
の
支
え
合
い
、
助
け
合
い
活
動
の
立
ち
上

げ
な
ど
を
支
援

・
施
設
整
備
や
介
護
・
福
祉
人
材
の
確
保
な
ど
、

医
療
・
介
護
の
基
盤
づ
く
り
を
展
開

な
ど

　

6
．
地
域
に
お
け
る
生
活
・
交
通
基
盤
の
整
備

　
【
５
０
億
円
規
模
】

・
京
都
舞
鶴
港
の
新
規
航
路
の
就
航
に
合
わ
せ
た

ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
や
物
流
機
能
を
強
化

・
Ｊ
Ｒ
向
日
町
駅
周
辺
の
市
街
地
再
開
発
事
業
に

対
し
助
成

・
木
津
川
運
動
公
園
北
側
の
整
備
に
向
け
た
調
査

を
実
施

・
北
山
エ
リ
ア
整
備
の
基
本
計
画
を
策
定

・
Ｊ
Ｒ
奈
良
線
の
複
線
化
・
高
速
化
や
関
連
駅
舎

整
備
を
実
施

・
地
域
振
興
計
画
を
推
進
し
、
地
域
独
自
の
課
題

に
戦
略
的
に
対
応

な
ど

２
．
学
校
の
臨
時
休
業
に

伴
っ
て
生
じ
る
課
題
へ
の
対

応
【
４
．７
億
円
規
模
】

１
．
感
染
拡
大
防
止
策
と

検
査
・
医
療
提
供
体
制
の

整
備
【
１
．９
億
円
規
模
】

３
．中
小
企
業
等
に
対
す
る

緊
急
支
援

【
２
１
．５
億
円
規
模
】

・
特
別
支
援
学
校
等
の
臨
時
休
業

に
伴
う
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
利
用
に
係
る
利
用
者
負
担
の

軽
減
、
個
人
向
け
緊
急
小
口
資

金
等
の
特
例
貸
付
を
実
施

・
検
査
・
医
療
体
制
の
整
備
に
必

要
と
な
る
資
機
材
等
の
整
備
を

行
う
と
と
も
に
、
府
民
向
け
啓

発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布
や
消
毒

等
の
防
疫
対
策
を
実
施

・
保
険
適
用
に
伴
う
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

自
己
負
担
の
支
援
、
府
域
に
お

け
る
患
者
受
入
れ
の
た
め
の
病

床
の
確
保
、
高
齢
者
施
設
等
に

お
け
る
消
毒
の
徹
底
等
を
実
施

・
２
月
６
日
か
ら
府
市
協
調
で
新

た
な
融
資
を
立
ち
上
げ
、
売
上

が
減
少
し
て
い
る
中
小
企
業
等

に
対
す
る
支
援
を
実
施
（
融
資

枠
１
０
０
億
円
）

・「
中
小
企
業
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
緊
急
支
援
本
部
（
仮

称
）」
を
京
都
経
済
セ
ン
タ
ー

内
に
設
置
す
る
な
ど
総
合
的
な

支
援
体
制
を
構
築

・
緊
急
支
援
補
助
金
を
創
設
し
、

中
小
企
業
・
農
林
水
産
業
者
に

対
す
る
き
め
細
や
か
な
支
援
を

速
や
か
に
実
施

新型コロナウイルス感染症対策（令和元年度２月補正予算）～ 総額28億円規模 ～
・2月定例府議会の開会日（2/13）と閉会日（3/19）に２度にわたり補正予算を提案、それぞれ即日議決を頂き、府民の生命と
　健康を守るための対策と、中小企業等に対する緊急支援を実施

令和 2年 4月 24 日（通巻第4号） 令和 2年 4月 24 日（通巻第4号）



会
員
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
温
か
く
、
力
強
い
御
支
援
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ

と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
、
急
激
な
勢
い
で
世
界
中
に
蔓
延
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
皆
様
の
生
活
に
も
深
刻
な
影
響
が
及
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
感
染
症

に
打
ち
勝
つ
こ
と
が
、
最
大
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

感
染
症
の
発
生
以
降
、
私
は
、
２
月
定
例
府
議
会
に
二
度
に
わ
た
り
感
染
症
対
策

の
た
め
の
補
正
予
算
を
提
案
、
即
日
御
議
決
い
た
だ
き
、
京
都
市
を
は
じ
め
と
す
る

市
町
村
や
医
師
会
等
と
も
連
携
し
て
、
24
時
間
体
制
で
の
相
談
や
検
査
の
実
施
、
検

査
機
器
の
追
加
配
備
に
よ
る
体
制
の
強
化
を
は
じ
め
、
帰
国
者
・
接
触
者
外
来
の
設

置
、
入
院
可
能
な
医
療
機
関
の
確
保
調
整
の
ほ
か
、
マ
ス
ク
や
手
指
消
毒
液
の
医
療

機
関
や
市
町
村
等
へ
の
緊
急
配
布
な
ど
、
皆
様
の
生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
国
の

緊
急
対
応
策
と
も
呼
応
し
、
感
染
拡
大
防
止
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

皆
様
に
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
自
粛
や
学
校
の
臨
時
休
業
等
、
多
大
な
ご
負
担
を
お
掛

け
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
取
組
に
対
す
る
御
理
解
と
御
協
力
に
改
め
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
府
内
で
も
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
が
確
認
さ
れ
、
感
染
が
拡
大
、

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
積
極
的
疫
学
調
査
を
実
施
し
、

感
染
拡
大
を
封
じ
込
め
る
べ
く
、
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
人
の
流
れ
や
物
の
流
れ
が
滞
る
こ
と
に
よ
り
、
府
内
の
主
要
産
業
で
あ
る

も
の
づ
く
り
や
観
光
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
企
業
・
事
業
者
の
経
営
に
大
き

な
影
響
が
及
び
、
ま
た
、
稼
働
時
間
の
縮
小
に
よ
る
賃
金
の
減
少
と
い
う
形
で
働
く

人
々
の
生
活
も
直
撃
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
補
正
予
算
に
お
い
て
、
中
小
企

業
等
に
対
す
る
融
資
や
補
助
金
の
創
設
な
ど
の
緊
急
経
営
支
援
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
総
合
的
な
支
援
体
制
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
経
済
界
や
労
働

団
体
の
方
々
と
情
報
共
有
、
意
見
交
換
を
行
い
、
そ
の
意
見
等
を
踏
ま
え
、
中
小
企

業
の
経
営
悪
化
や
減
収
等
に
対
す
る
支
援
策
や
雇
用
対
策
、
景
気
回
復
に
向
け
た
中

長
期
的
な
課
題
へ
の
対
応
な
ど
を
国
に
緊
急
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

何
よ
り
も
、
感
染
症
を
終
息
さ
せ
る
こ
と
が
最
大
の
景
気
対
策
で
あ
り
、
引
き
続

き
、
国
や
市
町
村
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
感
染
拡
大
の
防
止
に
全
力
を
挙
げ
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
に
も
御
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

こ
う
し
た
感
染
症
へ
の
対
応
と
同
時
に
、
人
口

減
少
・
少
子
高
齢
化
や
頻
発
す
る
自
然
災
害
、
悲

惨
な
事
件
・
事
故
な
ど
、
令
和
の
時
代
に
私
た
ち

が
直
面
す
る
危
機
に
立
ち
向
か
い
、
ま
た
、
Ａ
Ｉ

や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
新
し
い
技
術
を
あ
ら
ゆ
る
産
業

や
、
暮
ら
し
の
た
め
に
も
活
用
し
て
い
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

　
新
し
い
年
度
を
迎
え
て

京
都
府
知
事
　
西
　
脇
　
隆
　
俊

　
皆
様
の
ご
協
力
を盛

隆
会 

会
長
　
若 

林
　
卯
兵
衛

事務局からのお願い

　令和2年分会費の納入について
　盛隆会の収支は、暦年制（1月から12月まで）としております。
　2年分の納入につきましては、郵便振込専用口座への払込取扱票（赤伝票）を同封させていた
だきましたので、恐縮ですがお振り込みいただきますよう、よろしくお願い申し上げます。（振
込手数料は盛隆会の負担となっております。）
　なお、既に会費を納入されている会員様に、払込取扱票（赤伝票）を送付致しておりました場
合は、事務処理上のタイムラグによるものであり、心からお詫び申し上げます。
　また、会費は1口3,000円以上で、個人名義でお願い致します。（1口以上、何口でも歓迎します。）
　会費納入は、郵便振込専用口座の他に「京都銀行口座」も設けておりますので、お手数ですが、
口座番号を事務局（075-254-8553）までお問合わせください。

　事務局の勤務体制について
　事務局には、火曜日、木曜日の午後（13：00~17：00）に職員が駐在しておりますので、ご連絡・お問合せ
等ございましたら、この時間帯にお願い致しますとともにお近くにお越しの際は、是非ともお立ち寄りくだ
さい。

　盛隆会会員の拡大についてご協力をお願い
　盛隆会の拡大・発展を図り西脇隆俊知事の日常の活動を支援するため、新会員のご入会の取り組みを進め
ておりますので、ご紹介、ご勧誘の程、お力添えを賜りますようお願い申し上げます。

hhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhh

hhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhh
盛隆会からのお知らせ盛隆会からのお知らせ
盛隆会からのご報告

　西脇隆俊京都府知事の政治活動を支える政治団体「盛隆会」の令和元年中における収入・支出の状況は、
下記のとおりでしたのでご報告いたします。

＊『新しい時代の京都の会』は、西脇隆俊とともに、新しい時代の京都づくりを進めることを目的とした「西脇隆俊知事」
の政治団体であり、盛隆会からの寄付金は、西脇知事の政治活動に活用されています。

盛隆会活動のご報告
 令和元年の活動状況
　令和元年に盛隆会が取り組みました主な活動の概要は、次のとおりです。
●盛隆会だよりの発行　2回　　●総会・講演会・懇談会の開催　　●役員会の開催　3回

 令和2年の行事予定
●機関紙「盛隆会だより」の発行　3回　　●役員会の開催　3回程度
●知事講演録の配布　　●（仮称）西脇さんとの茶話会の企画・開催

（令和2年3月25日　京都府選挙管理委員会へ提出済）

収入総額 12,833,479円 支出総額 9,516,951円
（主な内訳） （単位：円） 　（主な内訳） （単位：円）

前年からの繰越金 1,640,462  事務所費等経常経費 1,190,886
元年分会費 7,350,000  組織活動費 418,223
寄付金 59,007  機関紙誌の発行費 310,018
第1回総会・懇談会会費 3,784,000  第1回総会・懇談会開催費 4,097,824
その他収入（預金利息） 10  ＊新しい時代の京都の会への寄附金 3,500,000

差引翌年（2年）への繰越額　　　3,316,528円

こ
う
し
た
課
題
に
対
応
し
、
概
ね
20
年
後
に
、
一
人
ひ
と
り
の
夢
や
希
望
が
全
て

の
地
域
で
実
現
で
き
る
京
都
府
を
め
ざ
し
、
昨
年
10
月
、
今
後
の
府
政
運
営
の
羅
針

盤
と
な
る
京
都
府
総
合
計
画
「
京
都
夢
実
現
プ
ラ
ン
」
を
府
議
会
の
御
議
決
を
い
た

だ
き
、
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
当
初
予
算
は
、
こ
の
プ
ラ
ン
の
実
現
に
向
け
た
発
射
台
と
な
る
「
令

和
新
時
代
・
京
都
府
夢
実
現
チ
ャ
レ
ン
ジ
予
算
」
を
編
成
い
た
し
ま
し
た
。「
子
育
て

環
境
日
本
一
の
京
都
づ
く
り
」
を
は
じ
め
、
６
つ
の
柱
を
軸
に
施
策
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。

府
民
、
市
町
村
、
団
体
、
企
業
、
全
て
の
皆
様
と
連
携
し
、
オ
ー
ル
京
都
で
プ
ラ

ン
を
実
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
府
内
す
べ
て
の
地
域
が
、
活
力
に
あ
ふ
れ
誇
り
の
持

て
る
、
新
し
い
時
代
の
京
都
を
築
き
上
げ
る
た
め
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
御
支
援
、
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
当
た
り
、
会
員
の
皆
様
の
御
健
勝
と
御
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

会
員
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
「
盛
隆
会
だ
よ
り
」
も
第
４
号
を
発
行
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
平
素
か
ら
の
力
強
い
ご
支
援
、
ご
協
力
に
対
し
、
心
よ
り
厚
く
お
礼

を
申
し
あ
げ
ま
す
。
西
脇
知
事
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
就
任
か
ら
早
く
も
２
年
が

経
ち
、
前
職
等
の
ご
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
政
務
を
精
力
的
に
こ
な
し
て
お
ら
れ
ま

す
。
今
回
の
世
界
的
に
蔓
延
し
て
お
り
ま
す
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

お
き
ま
し
て
も
、
検
査
実
施
体
制
の
強
化
、
帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
の
設

置
な
ど
、
京
都
市
や
医
師
会
と
も
連
携
さ
れ
、
感
染
の
拡
大
防
止
対
策
に
全
力
を
傾

注
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

大
き
な
自
然
災
害
が
起
こ
る
た
び
に
、
人
間
本
来
の
有
り
た
い
姿
と
は
ほ
ど
遠
い

行
動
が
ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ
ま
す
が
、
日
本
人
の
美
徳
と
し
て
持
っ
て
き
た
良
き
習
慣

「
思
い
や
り
の
心
」
を
改
め
て
思
い
起
こ
し
た
い
も
の
で
す
。

京
都
に
お
き
ま
し
て
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
激
減
に
よ
る
経
済
的
な
被
害
が
出
て
き

て
お
り
、
特
に
ホ
テ
ル
の
宿
泊
客
が
見
込
め
な
い
こ
と
に
よ
る
宿
泊
価
格
の
混
乱
も

生
じ
て
お
り
ま
す
。
知
事
の
公
約
の
実
行
も
当

然
必
要
で
大
切
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今

し
ば
ら
く
は
こ
の
事
態
の
一
日
も
早
い
収
束
に

向
け
て
、
全
力
で
立
ち
向
か
っ
て
行
か
れ
る
よ

う
、
会
員
一
同
し
っ
か
り
と
応
援
し
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。
結
び
に
あ
た
り
会
員
皆
様
の
ご

健
勝
ご
多
幸
を
心
か
ら
念
じ
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

令和 2年 4月 24 日（通巻第4号） 令和 2年 4月 24 日（通巻第4号）


